
 

第２学年の結果と考察                       調査人数 54、865人 

 

 

 

問題 
評価基準及び割合（％）Ａ     B1     B2 

           C1     C2     C3 

１ 

(１) 

Ａ C1 C2  

正答 134 
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2 C3  

正答 44 46 
左記以外の 

誤答・無答 

２ 

(１) 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

(２) 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

(３) 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

 

１ 加法も減法も前回と正答率は横ばいである。ある数が10集まったら繰り上がり、その数も10集まると繰り

上がるといった数の基本的な仕組みを押える必要がある。この十進位取り記数法の理解を、ブロックや図を用

いて視覚的に捉えたり、操作を通した学習を組み合わせたりすることで、体験的に量を数でとらえさせ十進位

取り記数法へとつなげる。そうすることで筆算を用いて数を形式的に処理ができるようになると考えられる。 

筆算のアルゴリズムと共に、計算の原理ともいえる繰り上がりや繰り下がりの意味理解が深まり、活用する

ことができるようにしたい。また、答えが出た後にたしかめ算を用いて答えが正しいものになっているか確認

する習慣を付けることも大切である。 

 

２ ３問とも正答率は、例年通り90％を超えている。かけ算九九が定着していると言える。４の段なら、４ずつ

増えていくというかけ算九九の仕組みを理解し、「×11」などの乗数が九九適用外の数になったときも場合で

も自ら答えをつくり出せる児童を育てていきたい。そのためには、暗唱ばかりでなく、○の段は○ずつ増える

という仕組みについてアレイ図等を用いて確実に理解させることが大切である。また乗法九九の表を構成した

り観察したりして九九における計算の性質やきまりを見付けるなどして九九に親しませる活動にも取り組ませ

たい。 
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問題 
評価基準及び割合（％）Ａ     B1     B2 

           C1     C2     C3 

３ 
(１) 

(２) 

Ａ B1 B2 Ｃ  

完答 
(１)のみ 

正答 

(２)のみ 

正答 

左記以外の 

誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年から下りてきた問題、※：問題の一部を変更して実施した問題】 

 

 

 

３ 乗数、被乗数の関係を考えて立式できるかをみる問題である。正答率は51％と前回よりも３ポイント下がっ

ている。また、27％の児童は問題文に合った図を選ぶことができ、７％の児童は問題文から立式することがで

きている。 

かけ算の立式の指導においては、問題場面を絵や図、具体物に表す活動を通して、「一つ分」と「いくつ分」

に当たる数はどれかを視覚的に捉えたり、絵や図から「一つ分」「いくつ分」を捉えたりすることが大切である。

そのため、立式の場面で 

 

① 問題場面を絵や図に表す活動 

② 絵や図を式に表す活動 

③ 式から問題場面を読み取る活動 

 

に教師が意図的に取り組ませるようにする。 

図や式の関連付けを行うことで立式の根拠を 

明確にさせ、かけ算の式の意味理解を深めていくとともに、 

記号「×」の簡潔さや明瞭さを味わわせる。 

 

 

 

②  

③  

①  

問題場面 

式 図（絵） 

※ 
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問題 
評価基準及び割合（％）Ａ     B1     B2 

           Ｃ     

４ 

Ａ B1 B2 Ｃ  

完答 
(１)(２) 

のみ正答 

(１)のみ 

正答 

左記以外の 

誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年から下りてきた問題、※：問題の一部を変更して実施した問題】 

★ Ｈ２６年度の大問４と５は集計用紙に間違いがあったため、集計数値において誤差が考えられます。 

 

 

４ ある数を、十を単位としてみたり、百を単位としてみたりするなど、数の相対的な大きさが分かるかをみる

問題である。完答は51％と、前回の調査よりも３ポイント下がっている。ある数を、1000のいくつ分、100の

いくつ分とみることはできても、1000と 100と 10を関連させて、それぞれのいくつ分と考える力が不十分で

ある。単元を通して、数の大きさを、1000、100、10 の数カードや模擬貨幣などを用いて表したり、複数の単

位を用いて表したりする活動を取り入れることで、数を相対的にみる力を養う必要がある。 

 

＜ 数を相対的にとらえ、十進位取り記数法につなげる数カードの指導 ＞ 
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 100 

 

百のかたまり 十のかたまり 一（ばら） 

100 

100 

10 

10 

10 

ブ
ロ
ッ
ク 

数
カ
ー
ド 

単元の導入で用い

たブロックは量(大

きさ)を認識させる

よさがある。 

① 10や100という 

単位数を認識させ 

る数カードで置き 

換える。 

② 次の段階とし 

て、数カードの枚 

数に視点をあてさ 

せ、十進位取り記 

数法につなげてい 

く。 

☆ 十進位取り記数 

法で表された各位 

の「数」の意味を 

丁寧に押さえるこ 

とで、数を相対的 

に見る力が高ま 

る。 ○○ ○○○  

100は10が10こに

置き換えできる 

10 は１が 10 こに置

き換えできる 

数カードで数量の大きさを

可視化することで，対象の数を

1,10,100 といった任意単位と

する数に置き換えしやすくな

り，相対的な大きさの理解が深

まる。 

230は・・・ 

①100が２こ，10が 

３こ 

②10が２３こ 

③１が230こ 

※ 

百の位 十の位 一の位 

２ ３ ０ 

十
進
位
取
り
記
数
法 



 

       

問題 
評価基準及び割合（％）Ａ     B1     B2 

           Ｃ     

５ 

Ａ Ｂ Ｃ  

完答 １問正答 
左記以外の 

誤答・無答 

６ 

Ａ B1 B2 Ｃ  

完答 
(１)のみ 

正答 

(２)のみ 

正答 

左記以外の 

誤答・無答 

 

５ 乗法を用い、工夫して数量を求めることができるかをみる問題である。正答率は、前回からは６ポイント下

がっている。一通りの式が立てられた児童は13％おり、完答と合わせると、81％の児童は何らかの形で乗法の

考えを用いて解決できたと言える。一方で、無答等の解答への対処の仕方は、次の２点が考えられる。 

 

 

 

 

 

 

② 乗法の式を「言葉の式」や「文章」でも押えさせる。 

例 ）  ５   ×  ７   ＝ ３５ 

  （一つ分の量）×（いくつ分）＝（個数） 「１袋に５個ずつ入ったみかんの７袋分」 

 

６ 加法と減法の相互関係を理解し、テープ図や式を用いて解決ができるかをみる問題である。完答は 78%であ

る。テープ図に数値を入れることはできるが、立式できない児童が11％おり、これらの児童は、テープ図の意

味を理解できていないことが分かる。 

  第１学年で学習したブロック操作と○を用いた図の指導が、第２学年のテープ図の指導へと発展してくると

共に、第３学年以降では線分図、数直線の学習へと発展していく重要な内容である。しかし、テープ図の意味

がなかなか理解できない児童も見られる。そのため、次のような丁寧な指導が有効であると考える（下図参照）。

まず、問題場面を○などに表したもの（①）とテープ図を関連付けたり（②）、テープ図に数値を書き込む活動

に取り組ませたりすることで、テープ図への理解を深めさせる。次に、児童が問題場面をテープ図に表す活動

に取り組ませること（③）で、テープ図を活用できる力を身に付けさせる。 

  また、問題場面をテープ図に表す、テープ図から式を立てるといった活動に加え、式からテープ図に表した

り、テープ図から問題を作ったりする活動（④）を取り入れることも重要である。 

 

① 乗法の指導時には、式と図を常に関連付けて考えさせる。→ 式の意味を図を用いて考えることができる。 

 

例１）  ○ ○ ○ ○ 

     ○ ○ ○ ○   式 ３×４＝１２     

     ○ ○ ○ ○ 
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例２）  ○ ○ ○ ○ 

     ○ ○ ○ ○   式 ２×６＝１２     

     ○ ○ ○ ○ 


